
 

 

 

1 

 

 

  

令
和
八
年
五
月
十
七
日
版 

 
 

             

新
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代 

執
筆
要
領 

 

    

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥
取
県
史
編
さ
ん
会
議 

   

 

               

 

協議資料２－３ 



 

 

 

2 

 

 

 

Ⅰ 
新
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代 

編
さ
ん
の
目
的 

  
 

新
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代
は
、
地
域
に
対
す
る
県
民
の
理
解
・
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
か
ら
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
ま
で
の
鳥
取
県
民
の
歩
み
を
永
く
後
世
に
伝
え
、
ま
た
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

 

Ⅱ 

新
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代 

編
集
基
本
方
針 

 

（
１
）
今
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
に
、
新
鳥
取
県
史
編
さ
ん
事
業
に
お
け
る
現
代
史
資
料
調
査
の
成
果
を
加
え
、
現

時
点
に
お
け
る
鳥
取
県
現
代
史
の
基
本
文
献
と
な
る
も
の
と
す
る
。 

（
２
）
お
お
む
ね
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
か
ら
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
二
月
ま
で
の
鳥
取
県
の
歩
み
を

あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

（
３
）
学
術
的
に
精
選
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
く
、
広
く
県
民
に
読
ま
れ
る
内
容
に
す
る
。 

 

 

Ⅲ  

作
成
要
領 

 

１ 

趣
旨 こ

の
要
領
は
、
新
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め
る
。 

 

２ 

基
本
方
針 

（
１
）
巻
頭
図
版
の
ほ
か
、
本
文
中
に
も
必
要
に
応
じ
て
図
版
、
写
真
等
を
取
り
入
れ
、
ま
た
平
易
で
分
か
り
や
す
い 

文
章
表
現
と
し
、
広
く
県
民
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
す
る
。 

（
２
）
本
文
の
内
容
を
補
足
す
る
た
め
コ
ラ
ム
お
よ
び
参
考
文
献
一
覧
を
掲
載
す
る
。 

 

３ 

構
成 政

治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
四
分
野
を
「
政
治
・
経
済
」
「
社
会
・
文
化
」
の
二
巻
構
成
と
し
、
各
巻
八 

〇
〇
～
一
〇
〇
〇
頁
と
す
る
。 

 

４ 

規
格
的
事
項 

 

（
１
）
判
型 Ａ

５
判 

（
２
）
書
式 縦

書
き 

（
３
）
段
組
・
行
字 

本
文
・
コ
ラ
ム 

 

縦
一
段
組
、
五
二
文
字×

一
六
行
（
一
段
） 

 
 

 
 

参
考
文
献
一
覧 

 

縦
二
段
組
、
二
五
文
字×

二
〇
行
（
二
段
） 

 
 

 

（
４
）
活
字 

 

本
文
・
コ
ラ
ム 

 

明
朝
体
、
一
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
程
度 

 
 
 
 

参
考
文
献
一
覧 

 
 

明
朝
体
、
九
ポ
イ
ン
ト 

 

Ⅳ 

執
筆
要
領 
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１ 
趣
旨 こ

の
要
領
は
、
鳥
取
県
史
通
史
編
現
代
の
執
筆
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
の
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

２ 

表
記 

（
１
）
記
述 記

述
は
平
易
な
口
語
体
と
し
、
「
で
あ
る
」
「
で
あ
っ
た
」
を
用
い
る
。 

（
２
）
漢
字 漢

字
は
原
則
と
し
て
、
「
常
用
漢
字
」
（
昭
和
五
六
年
、
内
閣
告
示
第
一
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を

用
い
る
。 

（
３
）
熟
語 常

用
漢
字
表
に
よ
る
漢
字
と
仮
名
の
混
用
が
生
じ
る
場
合
は
漢
字
に
統
一
す
る
。 

（
４
）
か
な 

① 

か
な
づ
か
い
は
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
（
昭
和
六
一
年
、
内
閣
告
示
第
一
号
）
に
従
う
。 

② 

送
り
か
な
は
、
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
（
昭
和
四
八
年
、
内
閣
告
示
第
二
号
）
に
従
う
。 

③ 

外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
「
外
来
語
の
表
記
の
本
文
及
び
付
録
」
（
平
成
三
年
内
閣
告
示
第
二
号 

に
従
う
。 

④ 

代
名
詞
、
連
体
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
助
動
詞
、
接
頭
語
、
接
尾
語
は
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
を
使
う
。 

  
  

 
  

 

（
例
）
又→

ま
た
、
且
つ→

か
つ
、
於
い
て→

お
い
て 

（
５
）
敬
語
・
敬
称 

文
中
の
人
名
に
は
、
原
則
と
し
て
敬
語
・
敬
称
を
使
用
し
な
い
。 

（
６
）
ふ
り
が
な 

① 

地
名
・
人
名
な
ど
固
有
名
詞
、
歴
史
的
名
辞
等
で
、
難
読
な
も
の
に
は
、
ひ
ら
か
な
で
ル
ビ
を
つ
け
る
。 

② 

漢
字
表
記
の
難
読
外
国
人
な
ど
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を
つ
け
る
。
な
お
、
外
国
人
名
は
中
国
に
つ
い
て 

は
日
本
語
読
み
、
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
原
音
を
原
則
と
す
る
。 

③ 

ふ
り
が
な
は
、
章
・
節
・
項
な
ど
の
中
に
適
宜
付
す
。 

（
７
）
地
名 

 
 

 

① 

歴
史
的
地
名
に
は
、
可
能
な
も
の
に
は
、
そ
の
後
ろ
に
現
在
の
市
町
村
名
等
（
県
外
は
県
名
か
ら
）
を
（ 

）

で
付
す
。
な
お
、
現
在
の
市
町
村
名
を
記
す
の
は
初
出
の
時
の
み
と
す
る
。 

② 

現
在
の
国
地
名
の
漢
字
及
び
読
み
は
全
国
市
町
村
要
覧
（
自
治
省
）
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。 

③ 

外
国
地
名
の
表
記
は
、
（
財
）
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
編
著
「
地
名
表
記
の
手
引
」
（
昭
和
五
三
年
）
に

準
ず
る
。
な
お
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
地
名
の
場
合
は
、
２―

（
６
）―

②
に
従
い
、
カ
タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を

付
す
。 

（
８
）
人
名 

① 

人
名
は
広
く
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
本
名
・
別
名
な
ど
を
そ
の
後
に
（ 

） 

で
付
す
。 

② 

外
国
人
の
姓
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
２―

（
４
）―

③
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
原
則
に
準
拠
す
る
。 

難
読
の
も
の
に
ル
ビ
を
つ
け
る
場
合
は
、
２―

（
６
）
ふ
り
が
な
に
準
拠
す
る
。 

（
９
）
生
没
年 

生
没
年
は
、
と
く
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
示
さ
な
い
。
示
す
場
合
は
名
前
の
後
ろ
に
（ 

）
で
付
す
。 

（
10
）
反
復
記
号 

漢
字
の
反
復
記
号
「
々
」
は
使
用
し
、
か
な
の
反
復
記
号
「
ヽ
」
「
ゝ
」
は
使
用
し
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
人
人→

人
々
，
か
ヽ
る→

か
か
る 

（
11
）
句
読
点
等 

① 

句
点
は
「
。
」
と
す
る
。 

② 

読
点
は
「
、
」
と
す
る
。 
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③ 

（ 

）
を
用
い
た
挿
入
が
あ
る
と
き
は
、
終
わ
り
の
括
弧
の
次
に
句
読
点
を
入
れ
る
も
の
と
す
る
。 

④ 

（ 

）
あ
る
い
は
「 

」
の
連
続
す
る
文
章
で
は
読
点
「
、
」
を
略
す
。 

⑤ 
地
名
・
人
名
・
役
名
等
の
名
詞
を
並
列
さ
せ
る
場
合
は
、
中
黒
点
（
・
）
を
使
用
す
る
。 

（
12
）
暦 ① 

西
暦
と
元
号
を
併
記
す
る
が
、
西
暦
の
後
ろ
の
（ 

 

）
に
元
号
を
入
れ
、
そ
の
後
に
年
を
記
す
。 

ま
た
、
１
年
は
元
年
と
す
る
。 

（
例
）
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年 

② 

改
元
は
そ
の
当
該
年
の
始
め
か
ら
新
元
号
を
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
正
確
な
元
号
を
記
す
。 

 

３ 

英
数
字
の
表
記 

（
１
）
英
数
字 

 

数
字
は
基
本
的
に
漢
数
字
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
算
用
数
字
も
使
用
す
る
。
横
書
き
に
な
る
写
真
、
図
等

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
算
用
数
字
を
使
用
し
、
英
数
字
を
使
用
す
る
場
合
は
半
角
文
字
を
用
い
る
。
た
だ
し
、

章
節
項
等
の
見
出
し
は
全
角
文
字
を
用
い
る
。 

（
２
）
単
位 

① 

「
、
」
で
位
取
り
を
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
万
・
億
・
兆
を
用
い
る
。
慣
用
的
な
数
量
や
概
数
を
表
す

場 

合
以
外
は
、
原
則
と
し
て
、
十
・
百
・
千
の
単
位
語
は
使
用
し
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
例
）
数
十
、
数
百
、
数
千
、
数
万 

② 

漢
数
字
の
小
数
点
と
し
て
「
・
」
を
使
用
す
る
。 

③ 

概
数
は
波
形
記
号
（
～
）
を
使
用
す
る
。 

（
例
）
五
～
六
人 

 

④ 

た
だ
し
元
号
、
月
日
に
お
い
て
は
十
な
ど
の
単
位
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
例
）
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
十
二
月
三
十
一
日 

（
３
）
数
量
等
の
幅 

数
量
等
の
幅
を
示
す
時
は
、
波
形
記
号
（
～
）
を
用
い
る
。 

（
例
）
〇
・
四
～
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

（
４
）
数
詞 個

数
を
表
す
「
箇
」
、
「
ヶ
」
、
「
カ
」
は
す
べ
て
「
か
」
に
統
一
す
る
。 

（
例
）
五
箇
年→

五
か
年
，
三
ヶ
月→

三
か
月 

（
５
）
度
量
衡 

原
則
と
し
記
号
は
使
用
せ
ず
、
「
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
「
平
方
メ
ー
ト
ル
」
で
示
す
。 

（
６
）
パ
ー
セ
ン
ト 

％
は
使
用
せ
ず
、
「
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
記
す
。 

（
７
）
ペ
ー
ジ 

 

「
ペ
ー
ジ
」
は
使
用
せ
ず
、
頁
と
記
す
。 

 

４ 

引
用
・
注
記 

 

（
１
）
引
用 

 

① 

引
用
は
で
き
る
だ
け
抑
え
る
も
の
と
す
る
。 

② 

本
文
中
で
原
資
料
や
図
書
・
論
文
等
を
引
用
し
た
場
合
、
典
拠
の
著
者
と
発
行
年
を
明
示
す
る
。 

（
２
）
組
み
込
み
か
た 

短
い
も
の
は
「 

 

」
で
本
文
に
組
み
入
れ
、
や
む
を
得
ず
長
文
と
な
る
場
合
は
行
を
替
え
、
２
字
下
が
り

と
し
、
原
史
料
を
引
用
し
た
場
合
は
大
意
を
本
文
中
に
叙
述
す
る
。 

（
３
）
二
重
引
用 

 

二
重
引
用
は
、
「 

」
の
中
に
『 

』
を
用
い
て
示
す
。 

（
４
）
典
拠
（
引
用
文
献
・
参
考
文
献
） 

① 

典
拠
は
、
巻
末
に
、
章
ご
と
に
著
者
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
ま
と
め
る
。
こ
の
と
き
和
文
の
と
き
は
和 

文
で
、
欧
文
の
と
き
は
欧
文
で
示
す
。 
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② 

刊
行
書
名
（
単
行
本
、
雑
誌
、
事
典
、
史
料
集
等
）
に
つ
い
て
は
『 

』
に
入
れ
、
論
文
名
お
よ
び
史
料 

名
に
つ
い
て
は
「 

」
に
入
れ
る
。 

（
例
）
『
鳥
取
県
史
』
、
「
因
府
歴
年
大
雑
集
」 

③ 
典
拠
が
単
行
本
の
場
合
は
、
「
著
者
名
、
書
名
、
シ
リ
ー
ズ
名
、
発
行
所
、
発
行
年
」
の
よ
う
に
示
す
。 

（
例
）
岸
本
覚
『
褒
め
ら
れ
た
人
び
と―

表
彰
・
栄
典
か
ら
み
た
鳥
取―

』
（
鳥
取
県
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
一
一
、
鳥
取
県
、
二
〇
一
三
年
） 

④ 

典
拠
が
論
文
の
場
合
は
、
「
著
者
名
、
論
文
の
表
題
、
雑
誌
名
、
巻
、
号
、
発
行
年
」
の
よ
う
に
示
す
。 

（
例
）
錦
織
勤
「
平
安
期
の
伯
耆
国
の
農
業
災
害
に
つ
い
て
」
（
『
鳥
取
地
域
史
研
究
』
第
１
号
、
一

九
九
九
年
） 

⑤ 

典
拠
が
新
聞
の
場
合
は
、
本
文
中
に
の
み
新
聞
名
と
発
行
年
月
日
を
示
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
例
）
○
○
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
（
○
○
新
聞
、
一
九
七
六
年
三
月
二
一
日
）
。 

（
５
）
注
記 原

則
と
し
て
注
は
付
さ
な
い
。
注
を
付
す
場
合
は
別
途
検
討
す
る
。 

 

５ 

出
典
・
提
供
者
の
表
示 

写
真
・
図
版
・
表
・
新
聞
な
ど
の
出
典
・
提
供
者
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
な
ど
に
考
慮
し
て
記
す
。
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
の
最
後
の
（ 

）
内
に
付
す
。
写
真
等
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
横
書
き
を
基
本
と
す
る
。 

（
例
）
（
○
○
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
よ
り
転
載
） 

（
○
○
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
よ
り
一
部
改
変
し
作
成
） 

（
○
○
教
育
委
員
会
よ
り
写
真
提
供
） 

 

６ 

写
真
・
図
版
・
表 

 

（
１
）
写
真
、
図
等
の
掲
載
・
転
載
許
可
等
の
手
続
き
は
、
事
務
局
で
行
う
。 

（
２
）
写
真
・
図
版
・
表
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
書
式 

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
横
書
き
と
す
る
。
活
字
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
タ
イ
ト
ル
名
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
と

し
、
撮
影
地
は
九
ポ
イ
ン
ト
す
る
。 

（
３
）
写
真
・
図
版
・
表
の
番
号 

写
真
・
図
版
・
表
は
、
一
連
番
号
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
タ
イ
ト
ル
名
及
び
撮
影

地
の
み
と
し
、
長
文
の
説
明
文
は
避
け
る
。 

（
４
）
写
真
・
図
版
・
表
の
位
置 

本
文
中
に
入
れ
る
べ
き
位
置
を
指
定
す
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
参
照
を
求
め
る
文
を
入
れ
る
。 

（
５
）
写
真
・
図
版
・
表
の
引
用 

写
真
・
図
版
・
表
を
引
用
し
た
場
合
、
典
拠
あ
る
い
は
そ
の
著
者
と
発
行
年
を
明
示
す
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

の
最
後
の
（ 

）
内
に
付
す
。 

（
６
）
写
真
の
撮
影
年
月
日 

写
真
は
末
尾
一
覧
を
作
成
し
、
撮
影
年
月
日
が
わ
か
る
物
に
つ
い
て
記
載
す
る
。 

 

７ 

そ
の
他 

（
１
）
修
正 

① 

編
集
段
階
で
内
容
の
訂
正
や
用
語
・
文
体
の
統
一
を
は
か
る
た
め
の
修
正
指
示
を
行
う
場
合
が
あ
る
。 

② 

単
純
な
表
記
上
の
誤
記
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
こ
れ
を
検
討
し
、
修
正
す
る
。 

（
２
）
執
筆
者
名
の
表
示 

執
筆
者
名
は
執
筆
箇
所
の
最
後
に
（ 

）
書
き
で
付
す
。 

 

Ⅴ
．
原
稿
提
出
期
限 

執
筆
者
は
、
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
原
稿
並
び
に
図
表
等
を
事
務
局
（
公
文
書
館
）
に
電
子
媒

体
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
）
で
提
出
す
る
こ
と
。 
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Ⅵ
．
著
作
権
に
つ
い
て 

（
１
） 

掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
執
筆
者
に
、
編
集
著
作
権
は
鳥
取
県
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
執
筆
者
か 

ら
事
務
局
に
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
、
鳥
取
県
史
編
さ
ん
編
集
会
議
が
加
筆
・
修
正
等
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。 

（
２
）
掲
載
原
稿
の
著
作
権
の
一
部
（
複
製
権
・
公
衆
送
信
権
）
の
利
用
を
鳥
取
県
に
対
し
て
許
諾
し
た
も
の
と
す
る
。

紙
媒
体
で
の
刊
行
後
、
公
文
書
館
に
よ
っ
て
電
子
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
公
開
な
ど
を

行
う
こ
と
が
あ
る
。 

（
３
）
後
付
に
各
章
・
節
の
執
筆
者
一
覧
及
び
略
歴
を
付
す
。 

  

Ⅶ
．
執
筆
料 

各
執
筆
者
が
担
当
す
る
本
文
・
コ
ラ
ム
等
の
原
稿
（
注
、
図
表
等
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
活
字
化
・
図
表 

の
デ
ー
タ
化
を
事
務
局
が
担
っ
た
場
合
も
含
め
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
あ
た
り
二
五
〇
〇
円
を
執
筆
者
に
支

払
う
。 

 

Ⅷ
．
そ
の
他 

（
１
）
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
事
務
局
か
ら
提
供
し
た
資
料
（
画
像
デ
ー
タ
、
印
刷
物
等
）
は
、
個
人
・
法
人
等
の
権
利

利
益
や
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
県
史

編
さ
ん
事
業
の
み
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
第
三
者
の
手
に
渡
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
重
に
管
理
す
る
こ
と
。 

（
２
）
当
該
事
業
の
調
査
研
究
の
成
果
を
生
か
し
て
、
個
人
の
著
書
・
論
文
等
に
利
用
す
る
際
に
は
、
公
文
書
館
お
よ

び
当
該
資
料
の
所
蔵
機
関
等
の
承
諾
を
得
る
こ
と
。 

（
３
）
事
務
局
か
ら
提
供
し
た
資
料
は
、
当
該
事
業
の
終
了
後
、
削
除
ま
た
は
破
棄
す
る
こ
と
。 

（
４
）
執
筆
要
領
の
追
加 

こ
の
執
筆
要
領
で
定
め
る
事
項
以
外
に
も
、
必
要
な
事
項
が
生
じ
た
場
合
は
、
別
に
定
め
る 

 

 


